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「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」の概要
調査概要

調査時期：2020年10月20日～10月21日
調査方法：インターネットアンケート
対象者及び回答数：新型コロナウイルス感染拡大に関連した雇用先の雇用調整により現在休業中の労働者 計2,163人

属性別（性別、年代別）の傾向を把握するため、下記のような割り付け回収を行った。

注意事項：
 本調査では、新型コロナウイルスの影響を受けた企業が、従業員を解雇せずに余剰雇用を調整するため、従業員に対して指示している休
業・シフト減（自宅待機を含む）、勤務代替としての教育訓練実施を総称して、「新型コロナウイルス感染拡大による雇用調整」と呼んで
いる。本調査の対象者は、「新型コロナウイルス感染拡大による雇用調整」による休業者であり、自身の新型コロナウイルス罹患やその他
自己都合による休業者は含まれない。

 本調査で定義した休業者について、その実数や性年代別構成比は不明のため、ウエイトバック集計等は実施していない。本資料内で
「回答者全体」と書かれた結果については、各対象者の回答を単純合算した結果であることに注意されたい。

 グラフに記載した構成比は、小数点以下第2位を四捨五入して表記しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。

区分
正社員の男性 正社員の女性 契約・派遣社員

の女性 パート・アルバイトの女性

20代・30代
（20～39歳）

40代・50代
（40～59歳）

20代・30代
（20～39歳）

40代・50代
（40～59歳）

20代～50代
（20～59歳）

20代・30代
（20～39歳）

40代・50代
（40～59歳）

回答数 309 309 309 309 309 309 309

本頁の調査概要に記載の「契約・派遣社員の女性の回答数」に下記のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
（誤）618 → （正）309 
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休業者の実態や意識の変化を的確に捉え、真に必要な雇用政策の検討・実現を
まとめと提言

• 新型コロナウイルス感染拡大によって休業を余儀
なくされているパート・アルバイト女性の7割が、本
来権利がある休業手当を受け取れず、強い不安
と生活困窮に直面している

休業中のパート・アルバイト女性が置かれている状況

• 休業中正社員の4割強が休業手当より就業再
開を希望しており、転職希望者はもとより、人手
不足が深刻な業界に転職してもよいと考えている
人がいる

休業中の正社員が置かれている状況

政府は、雇用政策の軸足を、雇用維持から人手不足産業への移動支援に移し始めてい
るが、働き手の意識の変化からも、政府には迅速かつ大胆な移動支援策の実行が期待さ
れる
一方で、本来権利があるにもかかわらず、休業手当を受け取っておらず、それにより強い不
安と生活困窮に直面している非正規で働く女性に対しては、生計維持の支援措置を迅
速かつ確実に行うことが喫緊の課題

求められる対策
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調査結果① 休業中のパート・アルバイト女性
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調査結果まとめ
休業中のパート・アルバイト女性

休業中のパート・アルバイト女性は、7割が休業手当を受け取っていない
製造業に比べて、感染拡大による外出自粛で雇用調整の必要性が大きく生じた業種（宿泊業、飲食業、生活関連サー
ビス業、娯楽業）で、休業手当を受け取っていない割合が高い

世帯年収が低い人ほど、休業手当を受け取っていない割合が高い

休業中のパート・アルバイト女性の2人に1人が「この先仕事がなくなること」、4人に1人が「生活リ
ズムの維持が難しいこと」、「心身の健康維持が難しいこと」が不安だと回答。休業手当ありの人
に比べて、休業手当なしの人は、 「この先仕事がなくなること」、 「心身の健康維持が難しいこ
と」が不安だと回答した人の割合が高い
休業中のパート・アルバイト女性の4割強は世帯年収400万円未満。20代・30代で5割強、40
代・50代で3割強が配偶者なし

新型コロナウイルス感染拡大によって休業を余儀なくされているパート・アルバイト女性の中に、
本来権利がある休業手当を受け取れず、強い不安と生活困窮に直面している人が少なくない

（注）労働基準法では「使用者の責に帰すべき事由による休業の場合においては、使用者は、休業期間中当該労働者に、その平均賃金の百分の六十以上の手当を支払わなければならない」
とされており、アルバイトやパート労働者、派遣労働者、有期契約労働者なども含めて、休業手当の支払いが必要とされている（厚生労働省ホームページより）
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パート・アルバイト女性の7割が休業手当を受け取っていない
実労働時間が大幅に減少している場合でも、 7割近くが休業手当を受け取っていない

休業中のパート・アルバイト女性

30.9%

32.2%

62.8%

69.1%

67.8%

37.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

505

パート・アルバイト（女性） 572

【参考】 正社員（女性）

上記のうち、
実労働時間が7割以上減の人 118

休業手当を受け取っている 休業手当を受け取っていない

休業手当の受け取り有無 【休業中のうち実労働時間1割以上減のパート・アルバイト女性】

N=

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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製造業に比べて、新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛で雇用調整の必要性が大きく生じた業種
（宿泊業、飲食業、生活関連サービス業、娯楽業など）で、休業手当を受け取っていない割合が高い

休業中のパート・アルバイト女性

57.1%

22.2%

33.6%

37.2%

24.8%

42.9%

77.8%

66.4%

62.8%

75.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

製造業

卸売業、小売業

119宿泊業、飲食業

生活関連サービス業、
娯楽業

81

その他のサービス業

49

43

141

休業手当を受け取っている 休業手当を受け取っていない

休業手当の受け取り有無 【休業中のうち実労働時間1割以上減のパート・アルバイト女性（業種別）】

N=
【業種】

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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世帯年収200万円未満のパート・アルバイト女性が、休業手当を受け取っていない割合が最も高い（約8割）
世帯年収が低い人ほど、休業手当を受け取っていない傾向が見られる

休業中のパート・アルバイト女性

22.1%

26.0%

34.4%

34.8%

77.9%

74.0%

65.6%

65.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

125

600万円以上

95200万円未満

200～400万円未満

400～600万円未満

104

112

休業手当を受け取っている 休業手当を受け取っていない

休業手当の受け取り有無 【休業中のうち実労働時間1割以上減のパート・アルバイト女性（世帯年収別）】

N=
【世帯年収】

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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パート・アルバイト女性のおよそ2人に1人は、この先仕事がなくなることを不安を感じている
また、4人に1人が、生活リズムや心身の健康の維持が難しいことに不安を感じている

休業中のパート・アルバイト女性

46.6

26.4 25.1 23.9
18.4 18.1 16.5

11.7
6.1 4.9

0

10

20

30

40

50

60

休業手当を
受け取ったと
しても、以前
支払われて
いた賃金と
比べると十分
ではないこと

生活リズムを
維持すること
が難しいこと

仕事していな
い時間が長く
なると、今後
のキャリア形成
や昇進に支障
が生じること

（%）

現在の仕事が
この先もあると
は限らないこと

いつまで休業手
当をもらえるか
分からないこと

実際に仕事をし
ないでいると、や
りがいや達成感
を感じにくいこと

心身の健康を
維持することが
難しいこと

仕事していない
時間が長くなる
と、今後の技能
形成（スキルや
経験獲得）に
支障が生じるこ

と

その他特に困っているこ
と／不安に感じ
ていることはない

休業を続けていることに対する不安 【休業中のパート・アルバイト女性（回答者全体）】
（複数回答）

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

N=618
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休業手当ありの場合と比べ、休業手当なしのパート・アルバイト女性の場合、
この先仕事がなくなることや心身の健康維持が難しいことを不安だと回答した人の割合が高い

休業中のパート・アルバイト女性

42.9
36.2

28.2

41.8

18.1 16.9 15.3 13.0

2.8 1.1

50.9

22.3
26.1

6.3

26.8
20.0

16.5
11.9

7.8 7.1

0

10

20

30

40

50

60

特に困っているこ
と／不安に感じ
ていることはない

心身の健康を
維持することが
難しいこと

（%）

生活リズムを
維持すること
が難しいこと

現在の仕事が
この先もあると
は限らないこと

休業手当を
受け取ったと
しても、以前
支払われて
いた賃金と
比べると十分
ではないこと

いつまで休業手
当をもらえるか
分からないこと

実際に仕事をし
ないでいると、や
りがいや達成感
を感じにくいこと

仕事していない
時間が長くなる
と、今後の技能
形成（スキルや
経験獲得）に
支障が生じるこ

と

仕事していな
い時間が長く
なると、今後
のキャリア形成
や昇進に支障
が生じること

その他

パート・アルバイト女性
（休業手当受け取りなし）
N=395

パート・アルバイト女性
（休業手当受け取りあり）
N=177

休業を続けていることに対する不安 【休業中のうち実労働時間1割以上減のパート・アルバイト女性（休業手当の受け取り有無別）】
（複数回答）

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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半数近くが、「休業手当を受け取るよりも、実際に仕事をして賃金を受け取りたい」と回答
休業手当よりも就労再開を希望する人の割合は、 20代・30代より40代・50代で高い

休業中のパート・アルバイト女性

25.6%

17.2%

21.4%

31.1%

26.9%

29.0%

24.3%

27.5%

25.9%

19.1%

28.5%

23.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

パート・アルバイト女性
（40代・50代）

パート・アルバイト女性
（20代・30代） 309

309

パート・アルバイト女性
（回答者全体） 618

Ａに近い どちらかと言えばＡに近い どちらかと言えばＢに近い Ｂに近い

休業や仕事に関する今後の意向【休業中のパート・アルバイト女性（年代別）】

A：休業手当を受け取れるならば、
現在のように休業を続けられる方がよい

B：以前のように実際に仕事をして、
賃金を受け取れる方がよい

N=

43.4%

56.0%

49.7%

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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パート・アルバイト女性の4割以上が、世帯年収400万円未満
配偶者がいないパート・アルバイト女性は、20代・30代で5割強、40代・50代で3割強

休業中のパート・アルバイト女性

世帯年収 【休業中のパート・アルバイト女性（年代別）】

23.4%

19.7%

21.5%

23.4%

22.6%

23.0%

33.3%

25.1%

29.1%

12.6%

13.4%

13.0%

3.5%

8.4%

6.0%

3.9%

10.9%

7.4%

0% 25% 50% 75% 100%

470

パート・アルバイト女性
（20代・30代）

パート・アルバイト女性
（40代・50代）

パート・アルバイト女性
（回答者全体）

231

239

N=

200万円未満
200～400万円未満

400～600万円未満
600～800万円未満

800～1,000万円未満
1,000万円以上

50.2%

30.1%

40.1%

3.9%

3.9%

3.9%

20.1%

29.1%

24.6%

25.9%

36.9%

31.4%

0% 25% 50% 75% 100%

パート・アルバイト女性
（回答者全体）

309

パート・アルバイト女性
（20代・30代）

パート・アルバイト女性
（40代・50代）

309

618

配偶者なし
子どもなし

配偶者あり
子どもなし

配偶者なし
子どもあり

配偶者あり
子どもあり

世帯類型 【休業中のパート・アルバイト女性（年代別）】

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

N=

46.2% 

42.3% 

44.5% 

（注）左図は、世帯年収について「分からない」、「答えたくない」と回答した人を除いて集計

54.0% 

34.0% 

44.0% 
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世帯年収が低いパート・アルバイト女性の場合、この先仕事がなくなることに加え、
生活リズムや心身の健康の維持が難しいことを不安だと回答した人の割合が高い

休業中のパート・アルバイト女性

28.7

14.9

51.5

14.9
11.9 10.9

34.7 36.6

4.0

13.9

25.0

13.9

50.9

7.4 4.6

33.3

25.9

7.4

28.5

18.2

48.2

21.2

14.6
4.4

3.6

19.0
21.8

13.7

34.7

25.0

9.7
4.0

24.2
21.0

6.5

20.2

0

10

20

30

40

50

60（%）

休業手当を
受け取ったと
しても、以前
支払われて
いた賃金と
比べると十分
ではないこと

いつまで休業手
当をもらえるか
分からないこと

実際に仕事をし
ないでいると、や
りがいや達成感
を感じにくいこと

13.9

現在の仕事が
この先もあると
は限らないこと

仕事していない
時間が長くなる
と、今後の技能
形成（スキルや
経験獲得）に
支障が生じるこ

と

仕事していな
い時間が長く
なると、今後
のキャリア形成
や昇進に支障
が生じること

生活リズムを
維持すること
が難しいこと

心身の健康を
維持することが
難しいこと

その他 特に困っているこ
と／不安に感じ
ていることはない

14.8
17.5

13.9

200万円未満（N=101）
200～400万円未満（N=108）
400～600万円未満(N=137）
600万円以上（N=124）

休業を続けていることに対する不安 【休業中のパート・アルバイト女性（世帯年収別）】
（複数回答）

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

【世帯年収】
休業手当なしの場合
（世帯年収200万円未満）

41.9% （N=72）
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調査結果② 休業中の正社員
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調査結果まとめ
休業中の正社員

休業中の正社員の4割強が休業手当より就業再開を希望しており、
転職希望者はもとより、人手不足が深刻な業界に転職してもよいと考えている人がいる

休業中の正社員の4割強が、「休業手当よりも、実際に仕事をして賃金を受け取りたい」
休業手当を受け取っている層でも、約4割が休業手当よりも就労再開を希望

休業手当よりも就業再開を希望する理由は、休業手当に対する不満・不安感のほか、生活リ
ズムや心身の健康の維持が難しいことなど
20代・30代は職業キャリアへの不安、40代・50代は生計・生活維持への不安が強い傾向

休業中の正社員の5割が「新しい仕事を探したい」。うち6割が人手不足の深刻な業界で働く
ことを検討してもよい」
休業中の正社員の5割が「在籍出向」を許容。うち8割近くが人手不足業界の企業への「在籍
出向」にも前向き
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4割強が「休業手当を受け取るよりも、実際に仕事をして賃金を受け取りたい」と回答
休業中の正社員

23.5%

27.3%

25.4%

31.2%

29.8%

30.5%

23.0%

24.1%

23.5%

22.3%

18.8%

20.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

618

1,236

正社員（男性）

618正社員（女性）

正社員
（回答者全体）

どちらかと言えばＡに近いＡに近い Ｂに近いどちらかと言えばＢに近い

休業や仕事に関する今後の意向 【休業中の正社員（男女別）】

A：休業手当を受け取れるならば、
現在のように休業を続けられる方がよい

B：以前のように実際に仕事をして、
賃金を受け取れる方がよい

N=

45.3%

42.9%

44.1 %

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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休業手当を受け取っていても、約4割が「休業手当を受け取るよりも、実際に仕事をして賃金を受け取りたい」と回答
休業中の正社員

26.9%

29.7%

28.3%

30.9%

31.2%

31.1%

21.6%

22.7%

22.2%

20.6%

16.4%

18.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員
（回答者全体）

正社員（男性）

正社員（女性） 317

301

618

Ａに近い Ｂに近いどちらかと言えばＡに近い どちらかと言えばＢに近い

休業や仕事に関する今後の意向【休業手当を受け取っている休業中の正社員（男女別）】

A：休業手当を受け取れるならば、
現在のように休業を続けられる方がよい

B：以前のように実際に仕事をして、
賃金を受け取れる方がよい

N=

42.2%

39.1%

40.6%

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

【休業手当を受け取っている人】
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「休業手当を受け取るよりも、実際に仕事をして賃金を受け取りたい」と考える理由として、
休業手当に対する不満・不安感のほか、生活リズムや心身の健康の維持が難しいことなどが挙がる

休業中の正社員

33.4 31.6 31.0 30.8

24.8 23.5 22.4
20.2

7.0
3.3

0

10

20

30

40

仕事していな
い時間が長く
なると、今後
のキャリア形成
や昇進に支障
が生じると思う

から

（%）

生活リズムを
維持すること
が難しいから

現在の仕事が
この先もあると
は限らないから

休業手当を受
け取ったとして
も、以前支払
われていた賃
金と比べると十
分ではないから

いつまで休
業手当をも
らえるか分か
らないから

休業や教育訓
練を続け、実
際に仕事をしな
いでいると、やり
がいや達成感
を感じにくいか

ら

仕事していない
時間が長くなる
と、今後の技
能形成（スキ
ルや経験獲
得）に支障が
生じると思うか

ら

心身の健康を
維持することが
難しいから

その他（で
きるだけ具
体的に：

特に理
由はない

「休業手当を受け取るよりも、実際に仕事をして賃金を受け取れる方がよい」と回答した人の理由 【休業中の正社員（回答者全体）】
（複数回答）

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

N=545
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20代・30代は職業キャリアへの不安が、また40代・50代は生計・生活維持への不安が強い傾向
休業中の正社員

30.8 30.4

23.7 22.8
25.9 26.3

24.1 22.8

3.1
7.6

35.2
31.2

37.1

24.0
19.9

15.9

35.8

26.2

3.4
6.5

0
5

10
15
20
25
30
35
40（%）

休業や教育訓
練を続け、実
際に仕事をしな
いでいると、やり
がいや達成感
を感じにくいか

ら

その他 特に理
由はない

現在の仕事が
この先もあると
は限らないから

休業手当を受
け取ったとして
も、以前支払
われていた賃
金と比べると十
分ではないから

生活リズムを
維持すること
が難しいから

いつまで休
業手当をも
らえるか分か
らないから

仕事していない
時間が長くなる
と、今後の技
能形成に支障
が生じると思う

から

仕事していな
い時間が長く
なると、今後
のキャリア形成
や昇進に支障
が生じると思う

から

心身の健康を
維持することが
難しいから

20代～30代
N=224

40代～50代
N=321

「休業手当を受け取るよりも、実際に仕事をして賃金を受け取れる方がよい」と回答した人の理由 【休業中の正社員（年代別）】

20代・30代に多い

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

40代・50代に多い （複数回答）
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5割が「新しい仕事を探したい（以下「転職」と表記）」
そのうち8割が、現在と異なる職種に転職することを希望または許容

休業中の正社員

今後の仕事内容についての意向
【休業中の正社員（男女別）】

47.2%

50.8%

49.0%

12.1%

13.8%

12.9%

20.6%

21.7%

21.1%

20.1%

13.8%

16.9%

0% 25% 50% 75% 100%

618正社員（男性）

正社員（女性）

1,236正社員
（回答者全体）

618

現在の仕事を続けたい
新しい仕事を探したいと思ってはいるが、当面現在の仕事を続けると思う
新しい仕事を探したいと思っており、まだ探してはいないが今後探していきたいと思っている
新しい仕事を探したいと思っており、実際に探している

52.8% 

51.0%

N=

転職希望者が希望する職種
【転職を希望する休業中の正社員（男女別）】

12.0%

11.5%

11.7%

6.4%

7.6%

7.0%

42.0%

38.2%

40.2%

13.2%

18.4%

15.7%

26.4%

24.3%

25.4%

0% 25% 50% 75% 100%

304

正社員
（回答者全体）

正社員（男性）

正社員（女性）

326

630

現在の職種と同じ職種の仕事がよい

できれば現在の職種と同じ職種の仕事がよいが、異なる職種の仕事でもよい
分からない

現在の職種と異なる職種の仕事がよい
どちらでもよい

N=

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

49.2% 

81.6% 

81.3%

80.9% 
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転職を希望する人の6割が、人手不足の深刻な業界に転職してもよいと回答
休業中の正社員

人手不足業界への転職検討意向 【転職を希望する休業中の正社員（男女別）】

16.0%

21.1%

18.4%

45.1%

39.5%

42.4%

30.1%

27.0%

28.6%

6.4%

7.9%

7.1%

2.5%

4.6%

3.5%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員（男性）

正社員（女性） 304

326

正社員
（回答者全体）

630

思う あまり思わないやや思う どちらとも言えない 思わない

61.0% 

60.8%

N=

下記のような、働く人を求めている業界で働くことを検討してもよいと思いますか
【働く人を求めている業界の例】 小売り、物流、医療、介護・保育など

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

60.5% 
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20代・30代において、「新しい仕事を探したい」、「現在と異なる職種の仕事でもよい」と考えている人が多い
休業中の正社員

今後の仕事内容についての意向
【休業中の正社員（年代別）】

39.5%

58.6%

12.5%

13.4%

24.9%

17.3%

23.1%

10.7%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員
（20代～30代）

618正社員
（40代～50代）

618

新しい仕事を探したいと思っており、まだ探してはいないが今後探していきたいと思っている

現在の仕事を続けたい
新しい仕事を探したいと思ってはいるが、当面現在の仕事を続けると思う

新しい仕事を探したいと思っており、実際に探している

60.5% 

41.4%

N=

転職希望者が希望する職種
【転職を希望する休業中の正社員（年代別）】

10.4%

13.7%

4.5%

10.5%

43.3%

35.5%

14.2%

18.0%

27.5%

22.3%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員
（20代・30代）

256正社員
（40代・50代）

374

現在の職種と同じ職種の仕事がよい

できれば現在の職種と同じ職種の仕事がよいが、異なる職種の仕事でもよい
分からない

どちらでもよい
現在の職種と異なる職種の仕事がよい

85.0% 

75.8%

N=

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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転職希望者における人手不足業界への転職意向について、年代間の差は見られない
休業中の正社員

人手不足業界への転職検討意向 【転職を希望する休業中の正社員（年代別）】

17.6%

19.5%

44.1%

39.8%

26.5%

31.6%

8.6%

5.1%

3.2%

3.9%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員
（20代・30代） 374

正社員
（40代・50代） 256

どちらとも言えない思う やや思う 思わないあまり思わない

61.8% 

59.4%

N=

下記のような、働く人を求めている業界で働くことを検討してもよいと思いますか
【働く人を求めている業界の例】 小売り、物流、医療、介護・保育など

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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5割が「在籍出向」を許容
そのうち8割近くが、人手不足業界の企業への「在籍出向」にも前向き

休業中の正社員

人手不足業界の企業への「在籍出向」についての今後の意向
【休業中の正社員（男女別）】

17.3%

14.9%

16.1%

35.8%

35.9%

35.8%

26.9%

24.6%

25.7%

13.6%

17.0%

15.3%

6.5%

0% 25% 50% 75% 100%

7.0%

正社員
（女性）

618

正社員
（回答者全体）

正社員
（男性）

7.6% 618

1,236

積極的にしたい
できればしたくない積極的にではないが、してもよい
どちらとも言えない 絶対にしたくない

N=

人手不足業界の企業への「在籍出向」検討意向
【「在籍出向」を許容する休業中の正社員（男女別） 】

24.7%

25.5%

25.1%

54.0%

53.5%

53.7%

18.3%

15.6%

17.0%

2.4%

4.5%

3.4%

0.6%

1.0%

0.8%

0% 25% 50% 75% 100%

314正社員
（女性）

正社員
（男性） 328

正社員
（回答者全体） 642

思う あまり思わないやや思う どちらとも言えない 思わない

78.7% 

N=

下記のような、働く人を求めている業界の企業に出向することを検討してもよいと思いますか
【働く人を求めている業界の例】 小売り、物流、医療、介護・保育など

53.1% 

79.0% 

78.8% 

50.8% 

51.9% 

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

（注）本調査では、現在の会社に籍を残しながら、他の企業に出向して働き、給与を受け取ることを「在籍出向」と呼び、「在籍出向」時に受け取る給与水準は、これまでの給与水準が維持されるものとした。
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20代・30代で「在籍出向」を希望または許容する人が6割と多い
人手不足業界の企業への「在籍出向」についても、 20代・30代で前向きな人が多い

休業中の正社員（「在籍出向」についての意向）

「在籍出向」についての今後の意向
【休業中の正社員（年代別）】

20.2%

12.0%

40.5%

31.2%

22.8%

28.6%

11.0%

19.6%

5.5%

8.6%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員
（40代・50代）

正社員
（20代・30代） 618

618

積極的にしたい
できればしたくない積極的にではないが、してもよい
どちらとも言えない 絶対にしたくない

60.7% 

43.2%

N=

人手不足業界の企業への「在籍出向」検討意向
【「在籍出向」を許容する休業中の正社員（年代別）】

26.9%

22.5%

54.4%

52.8%

14.1%

21.0%

4.0%

2.6%

0.5%

1.1%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員
（20代・30代） 375

正社員
（40代・50代） 267

思う 思わないやや思う どちらとも言えない あまり思わない

81.3% 

75.3%

N=

下記のような、働く人を求めている業界の企業に出向することを検討してもよいと思いますか
【働く人を求めている業界の例】 小売り、物流、医療、介護・保育など

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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休業者の実態や意識の変化を的確に捉え、真に必要な雇用政策の検討・実現を
まとめと提言

【主に非正規労働者向けの対策例】
 就業者・事業者双方への支援制度の周知徹底・理解促進
 コロナによる雇用調整を機とした生活困窮者を対象とする
専門相談窓口の早期設立

 生活困窮者に焦点を当てた追加政策の本格的な検討
（緊急生計維持支援制度の設立、就業マッチング支援体制の構築、就業の制
約になる諸制度の改革、など）

【主に正規労働者向けの対策例】
 実需に即した教育訓練制度の充実
（在籍出向を活用したOJTの実施、教育訓練
給付の拡充、など）

 企業に対する雇用マッチング支援体制の
充実

 労働移動に焦点を当てた雇用政策の本
格的な検討
（労働移動の制約になる諸制度改革、など）

求められる対策

政府は、雇用政策の軸足を、雇用維持から人手不足産業への移動支援に移し始めてい
るが、働き手の意識の変化からも、政府には迅速かつ大胆な移動支援策の実行が期待さ
れる
一方で、本来権利があるにもかかわらず、休業手当を受け取っておらず、それにより強い不
安と生活困窮に直面している非正規で働く女性に対しては、生計維持の支援措置を迅
速かつ確実に行うことが喫緊の課題

求められる対策
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参考資料
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休業中の契約・派遣社員女性の調査結果①
参考資料

61.9%

62.8%

49.6%

30.9%

38.1%

37.2%

50.4%

69.1%

0% 25% 50% 75% 100%

254

505

正社員男性
（回答者全体）

契約・派遣社員女性
（回答者全体）

486

パート・アルバイト女性
（回答者全体） 572

正社員女性
（回答者全体）

休業手当を受け取っている 休業手当を受け取っていない

N=

休業手当の受け取り有無
【休業中のうち実労働時間1割以上減（雇用形態別）】

33.3%

45.3%

51.2%

55.7%

66.7%

54.7%

48.8%

44.3%

0% 25% 50% 75% 100%

18200万円未満

200～400万円未満

70

400～600万円未満

64

600万円以上

43

休業手当を受け取っていない休業手当を受け取っている

N=【世帯年収】

休業手当の受け取り有無
【休業中かつ実労働時間1割以上減の派遣・契約社員女性（世帯年収別）】

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
（注）右図は、世帯年収について「答えたくない／分からない」と回答した人を除く。

参考
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休業中の契約・派遣社員女性の調査結果②
参考資料

48.2

29.4 27.2
23.3 22.7

18.4 17.5
12.9

6.8 3.9
0

10

20

30

40

50

60

現在の仕事が
この先もあると
は限らないこと

（%）

特に困っているこ
と／不安に感じ
ていることはない

いつまで休業手
当をもらえるか
分からないこと

生活リズムを
維持すること
が難しいこと

休業手当を
受け取ったと
しても、以前
支払われて
いた賃金と
比べると十分
ではないこと

心身の健康を
維持することが
難しいこと

実際に仕事をし
ないでいると、や
りがいや達成感
を感じにくいこと

仕事していない
時間が長くなる
と、今後の技能
形成（スキルや
経験獲得）に
支障が生じるこ

と

仕事していな
い時間が長く
なると、今後
のキャリア形成
や昇進に支障
が生じること

その他

休業を続けていることに対する不安 【休業中の契約・派遣社員女性（回答者全体）】
（複数回答）

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）

N=309
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休業中の契約・派遣社員女性の調査結果③
参考資料

26.2% 31.7% 24.6% 17.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

契約・派遣社員女性
（回答者全体） 309

Ａに近い どちらかと言えばＡに近い どちらかと言えばＢに近い Ｂに近い

休業や仕事に関する今後の意向

A：休業手当を受け取れるならば、
現在のように休業を続けられる方がよい

B：以前のように実際に仕事をして、
賃金を受け取れる方がよい

N=

42.1%

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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休業中のパート・アルバイト女性の調査結果③
参考資料

42.9 42.9 42.9

14.3 14.3

28.6
23.8

19.0

27.0

8.1

56.8

16.2
12.2

14.9

37.8
41.9

5.4
9.5

0

10

20

30

40

50

60

いつまで休業手
当をもらえるか
分からないこと

生活リズムを
維持すること
が難しいこと

（%）

現在の仕事が
この先もあると
は限らないこと

休業手当を
受け取ったと
しても、以前
支払われて
いた賃金と
比べると十分
ではないこと

実際に仕事をし
ないでいると、や
りがいや達成感
を感じにくいこと

心身の健康を
維持することが
難しいこと

特に困っているこ
と／不安に感じ
ていることはない

仕事していない
時間が長くなる
と、今後の技能
形成（スキルや
経験獲得）に
支障が生じるこ

と

仕事していな
い時間が長く
なると、今後
のキャリア形成
や昇進に支障
が生じること

その他
0.0 0.0

休業手当受け取りあり
（N=21）
休業手当受け取りなし
（N=74）

休業を続けていることに対する不安 【世帯年収200万円未満】
（複数回答）

（出所）NRI「コロナによる休業者の実態と今後の意向に関する調査」（2020年10月）
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